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【背景・目的】唾液潜血検査は歯周病のスクリーニング検査として有用であることが報告されて

いる（大島ら，2001）．私達は，唾液潜血検査の結果と自記式問診票の関連について，自記式問診

票の該当数が多くなるほど唾液潜血検査の陽性率が有意に上昇し，特に関連のある問診項目があ

ることを報告した（土田ら，2019）．今回，歯科医院での定期健診の項目と唾液潜血検査結果の関

連について分析し，今後の歯科保健指導に役立てることを目的とした． 

【対象・方法】対象者：平成 30年度に 20歳以上の山形市民 997名に参加を呼びかけ，470名が参

加した（参加率 47.1％）．参加者内訳：男性 90名，女性 380名，平均年齢 67.8歳（29歳－88歳）．

検査方法：ペリオスクリーン®（サンスター）を用いた唾液潜血検査，自記式問診票の記入．統計

解析：唾液潜血検査と自記式問診票で質問した歯科医院での定期健診の有無と受診頻度（12か月

ごと，6か月ごと，3か月ごと，1か月ごと，治療中）の関連を統計ソフト R/EZRを用いて分析し

P<0.05 を統計学的に有意とした．ただし，1 か月ごとの受診と治療中は歯科疾患で治療をしてい

る可能性が高いと考えられるため，今回の分析からは除いた． 

【結果】歯科医院での定期健診の有無と唾液潜血検査結果の関連については，定期健診ありの人

は定期健診なしの人に比べて陽性率が有意に低かった．（Fisherの正確検定 P＝0.000459）（図 1）．

定期健診なしの群と受診頻度（12か月ごと，6か月ごと，3か月ごと）の各群について唾液潜血検

査結果に関連があるか解析を行うと，定期健診なしの群と 12か月ごと受診している群との間に有

意差はみられなかった（Fisher の正確検定）．しかし，定期健診なしの群に比べて 6 か月ごと,3

か月ごと受診している群は陽性率が有意に低く（Fisherの正確検定 P＝0.00001038，P＝0.02712），

受診頻度が短くなるほど陽性率は有意に低くなった（Cochran-Armitage傾向検定 P＝0.0014）（図

2）． 

 

【結論】定期健診ありの人は定期健診なしの人に比べて唾液潜血検査の陽性率が有意に低かった．

定期健診なしと比べて 6 か月ごと，3 か月ごとに定期健診をしている人は唾液潜血検査の陽性率

が有意に低く，年 2回の歯科医院での定期健診は歯周病予防に有効であることが示唆された． 
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第 47回山形県公衆衛生学会発表(歯周病に関すること)のまとめ 

 

テーマ 山形市民を対象とした唾液潜血検査と歯科定期受診の関連 

内容 

今後の歯科保健指導に役立てることを目的として、令和元年度の分析の対象と

なった市民 470名について、唾液潜血検査の結果と歯科定期健診の有無や受診頻

度（12か月ごと、6か月ごと、3か月ごと）との関連を分析した。 

結果 
年 2回の歯科医院での定期健診は、歯周病予防に有効であることが示唆され

た。 

《分析結果の詳細》 

・「定期健診あり」の人は「定期健診なし」の人に比べて、唾液潜血検査の陽性率が有意に

低かった。 

・「定期健診なし」と比べて、「6か月ごと、3か月ごとに定期健診をしている人」は唾液潜

血検査の陽性率が有意に低く、受診頻度が短くなるほど陽性率は有意に低くなった。 

 

 


